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2023/1-3 内容

１．施策立ち上げの経緯とマンツーマン施策の捉え方

２．2016〜2022まで7年間の運用経緯

３．内容の補足

４．判定基準

５．周知について
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１．施策立ち上げの経緯とマンツーマン施策の捉え方

1-1 2015年 JAPAN2024タスクフォース

1．ガバナンス強化
2．トップリーグ統一
3．男子強化育成
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１．施策立ち上げの経緯とマンツーマン施策の捉え方

1-2 2015年12月第1回マンツーマンディレクター会議
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Pege 5

マンツーマンディレクター（MD)
都道府県で推進する役割

マンツーマンコミッショナー（MC)
ゲーム中にマンツーマンが実施されているか、
ゾーンが行われていないかどうかを判定する役割
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１．施策立ち上げの経緯とマンツーマン施策の捉え方

1-3 育成施策の位置づけ（2017年5月説明資料）

●マンツーマン推進
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１．施策立ち上げの経緯とマンツーマン施策の捉え方

1-4 なぜマンツーマンが必要か?
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１．施策立ち上げの経緯とマンツーマン施策の捉え方

1-4 なぜマンツーマンが必要か?

オフェンス個人技術（パス、ドリブル、シュート、ボディコントロールなど）
ディフェンス個人技術（オンボール、オフボールディフェンスの基本）
状況判断＝個人戦術・グループ戦術（2人、3人）→ チーム戦術（5人）の基礎
などが土台
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１．施策立ち上げの経緯とマンツーマン施策の捉え方

1-4 なぜマンツーマンが必要か?
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１．施策立ち上げの経緯とマンツーマン施策の捉え方

1-4 なぜマンツーマンが必要か?

オリンピックテクニカルレポートでは男女ともにフィニッシュスキル（シュート）が課題との指摘
要因は、ゾーンディフェンスではペイント内に入っていくことが難しく、育成年代での経験欠如。
マンツーマンにより、経験値を高めることになると考えている。

オフボール（ボールを持たない
選手）プレー能力開発が不足
→ グループ戦術の位置づけ
→ ゾーンが多く行われていたこ

とも要因と考えられている。
→ 今は時間を割いていける。
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１．施策立ち上げの経緯とマンツーマン施策の捉え方

1-4 なぜマンツーマンが必要か?

 1 

GBN セミナー  
2022/09/11  

Rado Trifunovic コーチ  
  
NBAスター、ルカ・ドンチッチを排出したスロベニア代表の全ヘッドコーチで、現在はユーロリーグ
に属するフェネルバフチェというチームでアシスタントコーチをしながら、スロベニアのユースプログ

ラムの責任者をされています。スロベニアは 200 万⼈という少ない⼈⼝の中でそれで東京五輪でもベス
ト 4、2017のユーロバスケットでは優勝と現在とても注⽬されている国のコーチです。 
ドンチッチも育てたというコーチがスロベニアの育成プログラムと最新のヨーロッパオフェンスについ
て語ります。  

  

1. スロベニアのユースプログラム  
・カテゴリーごとのルールと⽬的  

  ・タレントの⾒極め⽅  
  ・ユース育成プログラム  
  
2. 最新のヨーロッパオフェンス   （映像より⼀部抜粋）  
  
3. Q&A  

 
 
 

ヨーロッパの 最新 オフェンス に 加えて   

R ado コーチ 自ら お話 いただく    

スロベニア の ユース 育成 とは ？   
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１．施策立ち上げの経緯とマンツーマン施策の捉え方

1-4 なぜマンツーマンが必要か?

育成世代では、勝利よりも選手の成長を大切にする事が重要。

勝利を目指すことは否定されることではない。

ただし、勝利の目指し方が問題であり、大人の問題。

大人（指導者保護者）は、子どもたちが各世代でどのような内容を学ぶべきか
を知る必要がある。

FIBAタスクフォースから始まっているマンツーマン推進施策であるが、

適切な育成の考え方を強く浸透させる機会であり、

バスケットボール界の意識改革として重要な施策と考えている。
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２．2016〜2022まで7年間の運用経緯

2-1 7年間を経て次のフェーズへ
・これまでの取り組みから、次の段階へ移すべき。

→ U12では1989年にゾーン禁止に取り組んだが5年間で元に戻した過去
があるため、慎重（厳格的）な取り組みを行ってきた。

→ 徐々に理解が進んできたと判断して、現状の課題改善に取り組む。

2-2 この施策から見えてきたもの

・背景に潜むものが可視化されてきた
→ スポーツ障害、バーンアウト（燃え尽き）に繋がる指導の在り方

勝利に最短の道としての戦術指導。引き換えに技術習得の軽視。
→ 指導者の原点に潜む心理状況

自己満足、支配欲、承認欲求・・勝利至上主義につながる
→ 子どもたちのスポーツからの離脱

勝利至上によりもうバスケはたくさんだ、という子どももいる
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２．2016〜2022まで7年間の運用経緯

2-3 成果
・指導者の「なぜマンツーマンを行うべきか」の理解が進んだ
・選手の個人技術が高くなってきた
・グループ戦術を学ぶ時間が確保されている
・指導者への年代別指導指針等の資料整備が進んでいる
など

2-4 課題
・黄色旗が上げられることで子どもたちが萎縮、楽しくない（全てではない）
・U12では予測の許容がなく、トラップに条件がついているため、動きに

制限があり、予測力を高める事に影響がある
・1〜6年生まで混じってチームを編成せざるを得ないところもあり、
一律運用が楽しさを生まない場合がある

・高校生はゾーンオフェンスに慣れていない
など
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３．内容の補足

3-1 黄色旗をあげる基準とは
・これまで：基準規則に違反した時は黄色旗を挙げる（基準規則第9条）
①あるべきマンツーマン ②ゾーンではないがあるべきではない状態
③ゾーンディフェンス の中で、③は赤色旗（ペナルティ）になる
→ U12では、②③で黄色旗を挙げる。
→ U15では、予測して動くことを許容したので、②の時は挙げない。
→ U15はU12より旗が上がる回数は少ない。基準の違いがあった。

・これから
→ U12もU15と同じ基準として、②の時は挙げず自由度を上げたい。

3-2 自由度を高めるとは
・危険を察知して、あるべきポジションを離れて危険なエリアを守りに行く

ことは、重要な良いプレーであり、「予測力」を高める事は重要。
・これまで

→ U12では教育的観点よりマンツーマンを根付かせるため「予測の行動」
を制限してきた

・これから
→ あるべき本来のバスケットボールの姿に近づけるべきとの判断から

自由度を高め（予測の許容）プレーヤーの判断に委ねるようにしたい。
→ トラップに関する3条件については、上記同様の理由で撤廃したい。
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３．内容の補足

3-3 都道府県での運用
・これまで

→ 技術不足のチーム、年代の多様化（選手不足）、MCの人材不足 など
・これから、マンツーマンディフェンスを適用する前提で

→ 都道府県の裁量でレベルに応じた適用を考えることを認めたい。
→ 但し、ブロック・全国大会に繋がる都道府県予選の上位では必ず

マンツーマンコミッショナーを配置して行くことは継続する。

3-4 赤旗1回目の再開方法
・これまで

→ 赤旗が挙げられた際、1回目は注意のみ。再開は悪質なディフェン
スをしたチームのボールから再開。→ 不公平感が強かった。

・これから
→ 再開は止まるまで攻撃をしていたチームのボールから再開。
→ 不公平感の解消のため。この変更には98％（アンケート調査）が賛成。

・この部分のみ先行実施したい（その他は2023年度導入）
→ U15選手権（実施委員会了解済み）、全国ミニ（今後提案）
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②変更点について
1）削除する内容
①首振りの記述
②マッチアップが明確でない場合
③トラップ三要件
④U12において適用しないもの トラップ、終了間際の処置
⑤U12において適用したもの

2）追加・変更する内容
①前書き
②マッチアップ、オンボールの判定基準
③オフボールディフェンスの判定基準
④瞬間だけでゾーンディフェンスと捉えないこと
⑤トラップディフェンスの定義、判定基準
⑥スイッチディフェンスの判定基準
⑦プレスディフェンスの判定基準
⑧予測に関する記載
⑨マンツーマンペナルティの罰則
⑩黄色旗対応
⑪赤色旗対応
⑫終了間際の処置
⑬判定基準の解説
⑭赤旗1回目の再開方法

３．内容の補足 変更点のまとめ
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４．判定

4-1 判定について
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５．周知について

指導者だけでなく
保護者、運営者にも周知

プログラムに入れこむ

会場に掲出


